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人口：205,030人（H27.5.31住民登録数）（

高齢人口割合28.3%）

世帯数：87,255世帯

面積：573k㎡

(うち宍道湖・中海：113k㎡)

都市計画区域面積：199k㎡
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・まちの中心部を大橋川が分断
・橋梁部で渋滞が発生

１．松江市の概況と交通の特徴 ２



松江市でのノーマイカーの取り組み 3

事業所と連携したクルマを控える取り組みの経緯

・平成１８年度：行政職員対象のＭＭ実施、一畑電車利用促進ＭＭの実施

・平成１９年度：事業所を対象とした「まつエコ宣言」の展開
・組織的プログラム、個別の働きかけによる自発的な職場交通プランの

策定を依頼

・平成２０年度：職場交通プラン策定事業所の拡大
・「はじめよう！通勤でまつエコ」ＨＰ開設

・平成２１年度：一斉ノーマイカーウィーク実施（第１回）
・１０月下旬の５日間実施

・平成２２年度：一斉ノーマイカーウィーク実施（２回目）
・バス１００円、特急・快速電車の臨時停車等の施策を実施

・平成２３年度：一斉ノーマイカーウィーク実施（３回目）
・民間商業者とのタイアップ、参加事業所表彰制度の創設

・平成２４年度：一斉ノーマイカーウィーク実施（４回目）
・秋の全国交通安全運動との連携、民間商業者とのタイアップ継続

・平成２５年度：一斉ノーマイカーウィーク実施（５回目）
・秋の全国交通安全運動との連携、民間商業者とのタイアップ拡大

・まち歩きマップと松江乗手形を使ったモニター事業の試行

・平成２６年度：一斉ノーマイカーウィーク実施（６回目）
・秋の全国交通安全運動との連携

・とってもお得バスカード事業の拡充（とってもお得バス利用事業）
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・公共交通（バス）利用者が減少から増加に転じる

・人口減少が進む社会でも、意識と行動を変えることで

社会資本の維持が可能になるかも！

ノーマイカー運動の継続効果の一つ

４５７



第６回一斉ノーマイカーウィークの効果（渋滞長変化） 5

▼ノーマイカーウィーク実施による最大渋滞長の変化（朝ピーク時間帯７時～９時）

・通勤時間帯に主要交差点の渋滞長が減少しました！
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※1 9/24（水）の最大渋滞長400ｍは、宍道湖大橋北詰交差点40ｍ、宍道湖大橋南詰交差点200ｍ、袖師交差点160ｍの合計値。



第６回一斉ノーマイカーウイークの効果（継続の効果：その１） 6

ノーマイカーの取り組みを継続して実施することで、

普段の通勤時間帯のクルマ台数も減少しています！

▼通常時の市内主要交差点の交通量の推移（朝ピーク時間帯７時～9時）

130台減

（▲12.5％）

54台減

（▲1.7％）

97台減

（▲3.9％）

19台減

（▲0.7％）

42台減

（▲2.6％）



第６回一斉ノーマイカーウィークの効果（継続の効果：その２） 7

普段の通勤時間帯のクルマ台数が減少したことで、

渋滞も緩和されつつあります！

▼通常時の市内主要交差点の最大渋滞長の推移（朝ピーク時間帯７時～９時）

320ｍ減

（▲21.6％）

900ｍ減

（▲60.8％）

220ｍ減

（▲57.9％）

50ｍ減

（▲71.4％）

110ｍ減

（▲100.0％）



一斉ノーマイカーウィークの取り組み概要

松江市一斉ノーマイカーウィーク
クルマからのＣＯ２排出量の削減や渋滞緩和に

よる交通円滑化、バス・鉄道等の公共交通利用

促進に向けて、過度なクルマ利用を見直すきっ

かけづくりの取り組みです。

目的

●クルマを控える移動のきっかけづくり

・市民に実際に体感してもらう

●取組結果の計測とフィードバック

・その後の継続につなげる

・「まつエコ宣言」事業所の活性化

呼びかけ型→コミュニケーション型へ
・ともに作り上げる意識の醸成

・市内の約440事業所へ働きか

・交通安全モデル事業所等へ働きかけ
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朝夕の交通渋滞の緩和、ク
ルマからのCO2排出量の削
減、公共交通の利用促進の
ため、市内の事業所が

「できることから、

できるペースで、

できる人から」

職場での取り組みを検討し、

「まつエコ宣言」
しています。

職場交通プラン
「まつエコ宣言」

職場での取り組み「まつエコ宣言」 9



職場での取り組み「まつエコ宣言」 10

「まつエコ宣言」された事業所も９０事業所まで増え、そのうち

９事業所は、独自の見直し（バージョンアップ）をしています。
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路線バス利用者を応援する特典との連携（とってもお得バス利用事業） 11

平成２１年にスタートした「とってもお得バ

スカード事業」を拡充。

協賛店が２３店舗から５８店舗に拡大。

バスカード利用者に加え、定期券利用者

も特典対象に。

バス利用者 ・バスを利用することで、割引等の特典を
受けることができる

協賛店 ・協賛店として、バス利用者への宣伝になる
・特典をきっかけとした集客による売上増加

バス事業者 ・バスの利用促進につながり、ノーマイカー
運動の取り組みが拡大・継続

とってもお得バス利用事業が目指す姿 （Win-Win関係）

バス利用者

バス事業者 協賛店

使用済みバスカード等

車内広告枠提供



第６回一斉ノーマイカーウィークの参加状況 12

・６年連続して１００超の事業所に参加いただきました。
・今年度参加いただいた事業所の約８割が、
継続的にノーマイカーウィークに参加いただいています。

▼ノーマイカーウィーク参加事業所数と参加者数の推移 ▼今年度参加された１０５事業所の参加回数別割合
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第６回一斉ノーマイカーウィークの効果（バス利用者数変化） 13

▼バス利用者数の変化（平日）

・ノーマイカーウィーク期間中の平日には、
市営バスの主要路線で利用者数が約１１％増加しました。
・ノーマイカーウィーク期間中の休日には、
市営バスの主要路線で利用者数は概ね横ばいでした。
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地元新聞で市民に結果報告

事業実施効果のフィードバック １４



頑張った企業をどんどん褒める：市長表彰

費用がかからず効果大(継続に弾み)

１５



ノーマイカー運動の課題 16

・参加者の行動変容の定着化（習慣化）をいかに図るか

・参加事業所における２年目の壁を突破するには

・ノーマイカーが参加者および企業経営に与える
効果の検証

・エリア（路線）別のカルテ（現状と課題）の作成と
住民・企業への情報提供

・過度の自動車依存から脱する「まちの形」の提示


